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一S
學
會
雜
誌
へ
第
四
十
九
卷
..第
九
號

(

六
.七
四)

一書

：
,

a

び紹

-
介
'

山

岡

亮一

•
木
原
一
止
雄
編

.
T

封
建
社
會
の
基
本
法
則』

:

——

ソ
同
盟
歷
史
學
界
Q
論
争
と
成
果
-

「

封
建
制
度
の
基
礎
は
經
濟
外
的
强
制
.で
は
な
く
て
封
建
的
土
地
所
有
で
あ 

る」

と
い
ぅ
麗
の
指
摘
が
な
ん
の
說
明
も
な
く
興
え
ら
れ
て
以
来
、

「

生
産
諸 

關
係
の
基
礎
的
側
面
を
意
味
す
る
所
有

」
(

藤
田
勇r

法
範
曝
と
し
て
の
所
有

」 

ソ
ビ
エ
ト
法
學
、
第
一
卷
第
四
號.
.三
二
丨
三
頁)
n
封
建
的
土
地
所
有
と# 

建
地
代
、經
濟
外
的
强
制
の
關
係
が
あ
ら
た
め

v

處
々
で
M
論
さ
れ
て
き
たが
、 

本
書
に
よ
り
、
ソ
同
盟
歴
史
學
界
に
お
い
て
一
九
五
一
一
年
よ
り
五
五
年
五
月
に 

港
る
.ま
で
に
發
表
せ
ら
れ
て
き.た
封
建
的
社
會#|
成
體
の
基
本
⑽
經
濟
法
則
に 

關
す
る
諸
論
文——

基
本
法
則
を
地
代
率
增
大
を
ふ
く
む
封
建
地
代
の
法
則
に 

求
め
る
ベ
，
エ
フ*
ポ
ル
シ
、不
フ
を
め
ぐ
る
論
乖
、
コ
ス
ミ
ン
ス
^
—

其
の
他 

の
ィ
ギ
'リ
.ス
史
に
關
す
る
論
爭
、..チ
ヱ
レ
ー
プ
.こ
ン
他
の
■

ロ

シ

ア
^

に
關
す

る
.
 

論
带
を
ふ
く
む—

が
は
じ
め
て
收
錄
す
る
こ
と
を
え
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
は 

主
と
し
て「

歴
史
の
諸
®

」

誌

(

ソ
同
盟
科
學
院
歷
史
硏
究
所
機
關
誌

)

コ 

ス
ミ
ン
ス
キ
ー
編
輯
の

「

中
世」

集G

ソ
同
盟
料
學
皖
刊

)
「

モ
ス
ク
ヮ
大
學
紀 

要」

、「

レ

ニ
ン
グ
.ラ
ー
ド
大
學
紀
要

」

な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

.

元
來
こ
の
よ
ぅ
な
問
題
が
廣
範
圍
に
討
論
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、

.

H

ム• 

エ
ヌ
，
ポ

クロ
フ

ス
キ
ー
に
は
じ
ま
る
、
"
歴
史
の
發
展
を
抽
象
的
な
圖
式
で
說 

明
し
、
そ
の
合
法
則
的
な
す
じ
み
ち
を

一

方
的
に
解
釋
し
、
階
級
對
立
に
お
け

る
暴
力
：に.よ
っ
て
の
み
歷
史
の.發
展
を
說
明
す
る
"
，
と
い
う
よ
う
な
歴
史
の
客 

觀
的
合
法
則
性
を
否
定
す
る
-よ
う
な
歷
史
觀
の
流
れ
を
く
む
か
に
み
え
る
ポ
ル 

シ
ネ
フ
の
"階
級
矛
盾
を
基
本
矛
盾"
と
考
え
る
立
場
に
對
し
て
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
に
對
し
て
.

「

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
以
前
の
歴
史
と
そ
の
各
段
階
も
あ
た
そ
れ
自
身 

の
經
濟
と
運
動
の
經
濟
的
基
礎
と
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
眞
理

」
(

マ
ル
ク
ス 

飯
田
貫
ー
譯T

資
本
主
義
に
先
行
す
る
諸
形
態

」

三
五
頁)

を
封
建
社
會
に
っ 

い
て
確
認
し
究
明
す
る
こ
と
が
こ
の
論
爭
の
基
本
的
な
目
的
で
あ
る
。
こ
の
よ 

う
な
課
題
は
、
過
去
の
諸
現
象
を
個
別
的
に
把
握
し
、
そ
の
樣
々
な
國
々
の
多 

樣
な
歴
史
の
發
展
の
內
に
一
般
的
な
法
則
を
見
出
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て 

そ
の
多
樣
性
.を
科
學
的
に
說
明
し
て
ゆ
く
た
め
に
蕋
本
的
な
役
割
を
演
ず
る
。 

我
が
國
を
ぱ
じ
め
後
進
資
本
、
3£
義
國
に
お
い
て̂

罾̂
ネ
3E
義
の
ぽ
吧
に
至
っ 

.て
も
直
殘
存
し
て
い
る
農
業
に
お
け
る
半
封
建
的
諸
關
係
の
科
學
的
究
明
を
は 

ば
ん
で
い
た
の
も
、
實

は

"
從
來
ま
だ
封
建
的
土
地
所
有
が
完
全
に
は
理
解
さ 

れ
て
い
な
か
っ
た"(

ニ
三一

頁)

か
ら
で
あ
っ
た
。
殊
に
日
本
に
お
い
て
は
明 

治
維
新
の
評
價
、
寄
生
地
主
制
、
農
地
改
革
後
に
.お
け
る「

自
作
農
的
土
地
所 

有」

の
把
握
：の
仕
方
、
過
渡
的
地
代
形
態.の
問
題
等
の
解
明
が

「

歷
史」

で
は
な
く 

今
日
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、今
ま
で
部
分
的
に
は
飜
譯
さ
れ

( 「

經
濟
評
. 

論」

■
一
 

'九
五
四
年
八
月
號
、
同
五
五
年
十
一
月
號
、

「

思
想」

五
五
年
十
月
號
、
 

「
歴
史
評
論」

同
九
月
號
等)

、紹
介
さ
れ
論
じ
ら
れ
ハ

「

經
濟
學
雜
誌」

笫
三
十 

卷
第
五
，
六
號
同
第
三
三
卷
第
二
號
三
田
學
會
雜
誌
第
四
九
卷
第
六
號
等

) 

て
來
た
諸
論
文
が
一
册
の
書
物
と
し
て
編
輯
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
大
き 

な
意
義
を
有
す
る%.
の
で
.あ
る
。
し
か.し
な
，が
ら
本
書
の
序
文
に
も
あ
る
よ
う 

に
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
決
し
て
最
終
的
な
法
則
の
定
式
化
を
意
味
す
る
も
の
で 

は
な
く
、r

未
解
決
な
問
題
は
今
後
め
研
究
に
ま
つ
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
の
討
論

に
ニ
三
の
し
め
く
く
り
を
し
た
に
す
ぎ
な
い

」
(

本
書
ニ
一 

七
頁)

も
の
で
あ
つ 

て
、
第
一
■

、
_

一

一
篇
の
定
式
化
へ
の
努
力
が
第
三
篇
、第
四
篇
の
具
體
的
な

ィ
 

ギ
リ
ス
史
、
ロ
シ
ア
史
の
分
析
の
中
で
十
分
に
生
か
^
れ
た
と
.は
必
ず
し
も
言 

い
爾
く
、
又
理
論
も
宏
式
も
自
ら
批
到
し
て
い
る
よ
う
に

「

引
用
文
か
ら
推
論 

す
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
資
料
な
し
に
獨
斷
的
に

」
(

ニ
一 

七
頁)

展
開
さ
れ
た 

r

缺
陷」

も
否
め
な
い
。<

4に
お
け
る
ソ
同
盟
歴
史
學
界
、我
が
.國
の
歷
史
學 

思
、土
地
制
度
史
學
界
の
こ
の
®

究
明
へ
の
努
力
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

J

封
建
的
土
地
所
有
に
か
ん
す
る
討
論
、
封
建
的
社
會
構
成
體
の
基
本
法 

則
に
か
ん
す
る
論
爭
に
つ'い
て(

第
一
篇
、
第
二
篇

>
。.

封
建
的
社
會
構
成
體
の
も
と
に
あ
つ
，

て
は
、
直
接
的i

の
た
め
の
使
砠
員 

値
の
生
產
が
優
位
を
し
め
て
い
石
こ
と
、
交
^
^
値
お
よ
び
そ
れ
の
生
產
は
他 

の
形
態
の
優
位
を
そ
の
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
經
濟
的
^
徵
で
あ
り
、
 

そ
の
た
.め
に
基
本
的
生
產
手
段
は
土
地
で
あ
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
土
地
は

「

封 

建
領
主
に
よ
つ
て
矹
豸
さ
れ
、
直
接
生
產
者
た
る
農
民
は
自
分
自
身
の
生
活
維 

持
手
段
の
生
產
の
た
め
，に
必
要
な
生
產
手
段
お
よ
び
件
の
占
有
者
た
る 

.に
と

ど

ま

つ

て
い
る」

。

そ
こ
で
は
所
有
關
係
は
同
時
に
直
接
的
支
配
お
よ
び 

隸
歷
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
つ
て
直
接
生
產
者
は
非
自 

..由
卷
と
し
て
あ
ら
，わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「

直
接
生
產
者
は
自
立
し
て
農
耕
な
ら 

び
に
農
村
家
內
工
業
を
營
ん
で
い
る
が

(

小
經
營)

、
こ
う
し
た
條
件
の
下
で
は 

名
0
的
土
地
所
有
表
の
.た
め
の
剩
餘
勞
働
は
徤
濟
外
的
强
制
に
よ
つ
て
の
み
彼 

ら
か
ら
強
楚

さ
れ
う
る」

(

マ
ル
ク
ス
.、
長
谷
部文
雄
譯「

資
本
論」

第
三
卷

一
 

一
二
三
丨
四
貢
、
レ
！-

|

ン「

'
.ロ；ゾ.ア
.に
お
け
る
赘
本
主
義
の
發
展

」

全
集
第 

三
卷
ー
五
八
丨
九
頁。)

' 

::-
へ
.：
''
 

'

_
封
建
的
社
會
構
成
體
の
基
本
的
經
濟
法
則
を
定
式
化
す
る
た
め
に
は
、
以
上 

の
よ
.ぅ
な
古
典
的
理
解
の
上
に
立
っ
て
、

「

生
產
諸
關
係
の
基
礎
的
側
面
を
意
味 

す
る
所
有
，

」

.
=封
建
的
土
地
所
有
の
意
義
、
生
產
諸
條
件
の
所
有
者
と
直
接
生 

產
者
と
の
直
接
的
關
係
、
ぴ
い
て
は
對
建
制
度
の
下
に
お
け
る
唯
一
の
通
例
柄 

支
配
的
な
剩
餘
勞
働
の
取
得
の
形
態.で
あ
る
封
建
地
代
と
、

「
經
濟
外
的
強
制
の 

地
位
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要

」

ハ
一
六
頁)

で
あ
つ
た
。
し
た
が
っ
て
本
書
の 

第
一
の
論
點
は
封
建
的
土
地
所
有
と
經
濟
外
的
强
制
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。

從
來
の
〃
經
濟
外
的
强
制"
を
封
建
的
土
地
所
有
と
並
べ
そ
.封
建
制
の
基
礎 

と
考
え
た(

哲
學
小
辭
典)

誤
謬
に
對
す
る
新
し
い
命
題
か
ら
、
ス
ヵ
ス
キ
ン 

(

ソ
同
盟
科
學
院
準
會
員
、-モ
.ス
.ク
ヮ
大
學
敎
搜
、
，

「

歴
史
の
諸
問
題」

誌
縞
集 

.者)

は
次
の
よ
ぅ
に
展_
す
る
。■「

經
濟
外
的
強
制
は
基
本
的
生
’產
手
段
た
る 

土
地
の
封
建
的
所
有
を
基
礎
とし
、
自
立
し
た
小
經
營
者
か
ら
土
地
^
^
-
者
が 

封
建
地
代
を
手
に
入
れ
る
手
段

」
(

一
九
頁
、
ニ
五
頁
、
ニ
七
頁
、
ー
±;
ー
ー
 

頁)

で 

あ
る
。
す
な
わ
ち
直
接
生
產
者
が
自
分
自
身
の
生
活
維
持
手
段
を
生
產
す
る
た 

め
に
必
要
な
生
產
手
段
と
勞
働
條
件
の

『

占
有
岩』

で
あ
っ
て
、
土
地
所
有
審 

に
對
し
經
濟
的
に
自
立
し
て
い
る
點
に
こ
の
〃
手
段
"
の
必
要
性
が
あ
り
、
そ 

れ
に
よ
っ
て
農
民(

直
接
生
產
者)

は「

無
償
で
っ
ま
り
そ
れ
に
對
應
す
る
等 

價
な
し
に」

全
剩
餘
勞
_
を
土
地
^

#豸
に
.わ
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る 

.

(

三
ニ
、.1.

五
〇
展)

の
で
あ
る
と
。'ス
ヵ
.ス
キ
ン
は
更
に
領
主
の
裁
判
權
と 

行
政
權
を
土
地
所
有
の
屬
性
と
し
て

「

經
濟
外
的
強
制
の
手
段

」
(

ニ
七
頁)

で 

あ
る
と
み

る

。
こ
れ
に
對
しポ
ル

シ

ネ

フ

(

科
學
院
歷
史
研
究
所
員
、
歷
史
學 

博
士
、
敎
授)

は
支
@3
^
砠
が
實
現
す
る
國
ま̂
强
制
や
罾
豸
め
强
制
な
ど
も 

ふ
く
ん
だ
あ
ら
ゆ
る
強
制.(gewalt

)

を
も
經
濟
外
的
强
制
に
い
れ
る
解
釋 

:

に
反
對
し
、
領
主
が
直
接
生
產
者
.に
對
す
る
直
接
的
な
勞
働
の
强
制
の
み
を
意



三
田
學
會
雜
餘
笫
四
十
九
靡
笫
九
號

 

-

味
す
べ
き
で
あ
り(

.
1
,
八
0
頁)

、.
經
濟
外
的
强
制
は
封
建
酖
會
の
生
產
關
係
の 

^
彩
の
構
成
耍
素
で
あ.つ
.て
上
部
^
造
的
制
度
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
の#
ギ
■

ュ
ル
'ジ
-V
ン
、
チ
ュ
レl
y

ニ
ゾ

な
ど
多
く
は
滅
大
解
釋
の
他
は
ス
ヵ
ス
キ
ン 

に
大
體
同
調
し
て
い
る
。
コ
モ
ジ
は

「

經
濟
外
的
强
制
は
封
建
的
所
有
の
有
機 

的
興
素
で
あ
.つ
た」

■(

六
頁)
と
考
え
て
い
る
。

I

所
謂「

經
濟
外
的
强
制
の
古
典
的
理
解

」

を

"
自
立
し
た
小
經
營
か
ら 

全
剩
餘
1

を
收
奪
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
"
と
な
す
こ
と
は
彼
の
封
建
的 

■土

地
所
有
の
.概
念
と
'ど
う
つ
な
が
る
：.の
だ
ろ
う
か
。

X力
ス
キ
ン
の
論
文
の
功. 

績
は
、
從
來
封
建
的
土
地
所
有
を
そ
の
指
標
と
し
て
の
封
建
地
代
か
ち
の
み
解 

，明
し
て
い
た
立
場
に
對
し
て
、
正
し
く
古
典
を
展
開
し
て

「

生
產
諸
條
件
の
所. 

有
者
と
直
接
的
生
產
者
と
の
直
接
的
關
係

」

か
ら
封
建
的
土
地
所
有
を
解
明
し 

た
點
に
あ
る
。
し
か
し
封
建
的
土
地
所
有
は
土
地
所
有
が
生
產
の
主
耍
條
件
と
，
 

し

て

現

象

す

る

ょ

う

な

!^
_

、
從

つ

て

生

產

カ

の

一

定

の

發

展

段

階

に

於

て

使 

用
頃
値
の
生
產
、
直
接
的
消
費
の
た
め
の
生
產
、
.卽
ち
自
然
經
濟
.

(
そ
の
基
本 

的
部
分
は
農
業)

が
優
位
を
占
め
.て
い
て
土
地
の
獨
占
を
基
礎
と
し
て
全
剩
餘 

赞
働
を
取
得
し
う
る
ょ
う
な
社
會
に
お
け
る
土
地
所
有
で
あ

る
。
更
に
土
地
を 

占
有
し
て
い
る
自
立
，的
直
接
的
生
產
者
に
對
し
、
そ
の
ょ
う
な
土
地
め
獨
占
に 

も

と

づ

く所
有
關
懷
は
必
然
的
に
同
時
に
支
配
隸
屬
の
關
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ 

ざ
る
を
得
ず
、「

そ
の
支
配
關
係
の
生
產
へ
の
規
定
的
反
作
用

」

.

(

資
本
論
第
三 

卷
ー
ニ
四
頁)

の
.結
果
と
し
て
地
代
が
創
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、經 

濟
外
的
I

は
土
地
所
有
を
歡
撕
扑
と
し
て
、
直
接
生
產
者
の
全
剩
餘
勞 

働
の
地
^
と
い
う
經
濟
的
形
態
で
の
實
現
を
現
實
化
す
る

Z
w
a
n
g

で
あ
り
、 

.土
地
所
有
の
經
濟
外
的
發
現
の
形
態
で
あ
り
、
土
地
所
有
の
經
濟
的
自
己
實
現 

の
機
能
を
果
すも
の

と

い

う

よ

うに
い
い
.え

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
め
點
で
經

' 

： 

.六

四

.

.

(

六
七
六)

濟
外
的
强
制
を 

'

「

宇

段」

と

な

し

定

式

化

：に
，
お
い
て
は
"
逐

斯

ル

盼

撕

制

の

適 

用
を
伴
つ
た」

封
建
的
土
地
所
有"
と
い
う
と
き
、
メ
ィ
マ
ン
、
ス
ヵ
ス
キ
ン
の 

説
明
に
は
封
建
的
土
地
所
有
と
經
濟
外
的
强
制
の
兩
者
を
封
建
制
度
•の
基
礎
と 

す
る
從
來
の
二
元
的
な
考
え
方
が
尾
を
ひ.い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

I

經
濟
外
的
i

を
生
產
關
係
の
體
系
の
中
に
い
れ
る
か
否
か
は
一
っ
の 

麗
で
あ
り
、
我
が
國
で
も
封
建
制
度
の
基
礎
、
本
質
規
定
に
關
す
る
ニ
元
論 

.的
理
解
を
め
.ぐ
る
論
爭
、
近
く
は「

㈱
胄
_
罾
肖
書」

上
'

梓
に
あ
た
り
提
起
さ 

れ
た
f

 

i
郞
氏
の
上
部
構
造
論
、
或
い
は
栗
原
百
壽
氏
が

「

農
業
®

入 

問」

で
討
論
さ
れ
た
ま
ま
未
解
決
な
點
で
あ
る
が
指
摘
に
と
ど
め
る
。

メ 

ニ
封
建
社
會
の
基
本
的
矛
盾
に
つ
い
て
。

ス
ヵ
ス
キ
ン
は
畠
建
的
砠#
構
成
^
の
基
本
的
矛
盾
を
生
產
過
程
の
個
別
的 

性
格
と
封
建
的
土
地
所
有
の
間
の
矛
盾
と
す
る
。
す
な
わ
ち

「

使
用
さ
れ
る
勞 

働
手
段
に
對
す
る
者
の
私
的
所
有
が
小
規
模
生
產
、.生
產
の
個
別
的̂

■に
對
膘
し
て
い
る

」

。T

小
規
模
生
產
の
中
に
ひ
そ
む
生
產
臺
展
の
一
切
の
潜 

在
的
可
能
性
の
實
現
は
自
己
の
使
用
す
る
生
產
手
段
に
對
す
る
私
有
に
か
か
っ 

て
い
る」

が
、
土
地
を
所
有
す
る
も
の
は
直
接
生
產
者
た
る
農
民
で
は
な
く
領 

.主=

封
建
的
土
地
所
有
者
で
あ
る
。
こ
の
ょ
う
な

F

大
規
模
な
撺
取
所
有
た
る 

.

.封
建
的
所
有
ば
、
生
產
過
程
の
小
規
模
生
產
と
個
別
的
籍
と
に
對
立
し

」
(

一
 

五0

頁)

生
產
カ
發
展
の
阻
害
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
ょ
う
に
な
る
。
こ
れ 

は
社
會
的
に
は
領
主
と
農
奴
と
の
對
立
と
な
る
.

(

階
級
矛
盾)

。

し
た
が
っ
て 

「

自
分
の
封
建
的
な
保
有
を
自
由
な
土
地
所
有
に
か
え
る
た
め
の
鬧
爭

」

は
S
 

建
的
生
產
方
向
の
基
本
的
矛
盾
か
ら
成
長
す
る
革
命
鬪
爭

」

と
い
う
こ
と
に
な 

る
と
し
て
基
本
的
經
濟
法
則
を
導
き
出
す

(

ニ
三
一
頁)

。

.

こ
れ
に
對
し
階
級
矛
盾
を
基
本
矛
盾
と
考
え
る
ポ
.ル
シ
ネ
フC

ニ
四
頁)

は
.

「

基
本
的
經
濟
法
則
と'は
、
地
代
率
增
代
を
ふ
く
む
封
建
地
代
の
法
則
で
あ
る

J. 

.

(
i. 

一. ニー

一
 1

九
頁
、
.

I

三
0

8
。
.
.そ
し
て
.
そ

の

中

に

封

建

制

度

の

あ

ら

ゆ 

る
生
產
關
係——

生
產
手
段
の
封
建.
所
有
形
態
、
生
產
に
お
け
る
社
會
集
圃■
 

の
地
位
と
相
瓦
關
係
、
生
產
物
の
分
配
形
態

I

が
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る

(

一
一 

四
貢)

と
す
る
。
ザ
ミ
ヤ
ト
ニ
ン
も
こ
の
立
場
を
支
持
す
る
。
と
こ
ろ
で
ポ
ル 

シ
、不
フ
の
よ
う
に
摊
取
率
增
大
を
資
本
主
義
社
會
か
ら
類
此
的
に
法
則
と
し
て

. 

も
ち
こ
む
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
辟
出
度
の
增
大
は
決
し
て
封
建
制
度
に
お
け 

る
法
則
挫
を
有
せ
ず
、末
期
に
お
け
る
貨
幣
地
代
に
お
い
て
の
0

は

、
資

本

主 

義
的
生S

i

式
の
形
成
と
•の
關
連
で
と
ら
え
う
べ
き
で
あ
り
、
し
た
.が
つ 

て
詩
論
の一

つ
の
山
と
も
み
る
べ
き
再
版
農
奴
制
め
理
解
も
又
そ
の
麗
か
ら 

ポ
ル
シ
ネ
フ
は
ス
ヵ
ス
キ
ン
ら
に
批
判
さ
れ
る
根
據
が
あ
つ
た
わ
け

'で
あ
る
。 

基

本

的

矛

盾

を

階

級

矛

盾

と

し

..て

 

'と
ら
え
る
.こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
。

「

搏
取 

形
態
は
そ
の
社
會
の
基
本
法
則

j 

(

一o

八

頁)

で
は
な
い
，か̂-
で
.あ

る
.0

又
ス
ヵ
ス
キ
ン
ー
 —

-

メ 
ィ
マ
ン
の
基
本
的
矛
盾
は
ポ
ル
シ
ネ
フ
の
批
判
す
る 

'よ
う
に( 「

歴
史
學
の
諸
問
題

」

一
九
五
五
年
四
月
號
九
六
頁

)

..資
本
主
義
社
會 

.に
お
け
る
生
產
の.社
會
的
性
格
と
所
有
の
私
的
性
格
と
の
矛
盾
の
.類
此
を
出 

で
ず
十
分
.
i
得
的
^
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
更
に
篇
の
定
式
化
に
お
い
て
.■ 

も
、地
代
形
態
の.變
化
に
伴
う
地
代
搾
攥
構
の
變
化
を
取
上
げ
て
い
な
い
し
、
 

.封
建
的
生
產
樣
式
の
進
步
的
性
格
も
チ

H

レー

プ1

一
ン
•の
指
摘
す
る
よ
う
に
明 

確
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
占
有
と
所
有
の
槪
念
規
定
を
よ
り
嚴
密
に
行

U

と 

に
よ
つ
て
、

T

生
產
諸
關
係
の
基
礎
的
側
面
を
い
み̂
る
所
有
!—
が
.

T

必
然
的
運
. 

動
方
向
と
し
て
生
.產
諸
關
係
の
總
體
と
し
て
あ
ら
わ

れ
.る
.

」
「

生

產

社
#
的
諸
 

關
係
の
總
體J 

(

藤
田
、
前
掲
書.三i!

頁)

の
統
一
的
な
認
識.か
ら
、封
建
的
社#' 

構
成
體
に
お
け
る
小
經
營
の
下
，に
お
け
る
生
產
力
の
發
M
と
^

的̂

土

地

所

有

書

_

及

び

紹

介
，

と
の
基
本
矛
盾
が
も
う
一
：度
取
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
ヤ
あ
ろ
う
か
。

ま
.た
資
本
主
義
社
會
に
お
.け
る
剩
餘
價
値
法
則
と
い
う
基
本
的
經
濟
法
則
と 

對
比
し
あ
く
ま
で
直
接
的̂

の̂
爲
の
生
產
を
目
的ぶ
す
る
封
建
社
會
に
於
て 

基
本
的
經
濟
法II
を
ど
の
樣
に
と
ら.え
：て
い
.る
の
か
、
.
こ
の
點も
は
つ
き
り
し 

て
い
な
い
。
封
建
社
會
の
發
展
と
そ
の
沒
落
、
商
品
生
產
の
意
義
、
再
版
農
奴 

制
の
と
ら
え
方
等
數
多
く
の
點
が
あ
る
が
紙
數
の
關
係
で
割
愛
す
る
。

三
イ
ギ
リ
ス
史
ロ
シ
ァ
史
に
關
す
る
論
爭
ハ
第
三
篇

、
第
四
編)

さ
て
イ
ギ
リ
ス
臾
に
つ
い
て
の
第
一
論
文
は
、
有
名
な

n

ス
ミ
シ
ス
キ
ー
の 

「
I

ー
丨
ー
五
世
紀
の
イ
ギ
リ.ス
に
お
け
る
封
建
地
代
形
態
の
進
化

」

で
あ
る 

が
、
.い
く
つ
か
の
重
要
な
間
題
を
提
起
し
て
い
る

(

一
一H
五
3

。

そ
し
て
彼
は1

二
、

一
 

ニ
泄
紀
の
_

1
、エ
の
12
罾
_
_
大
を
市
場
め
あ
て 

の
も
の
と
し
て
、
こ
れ
に
資
本
主
義
的
な̂

を̂
み
よ
う
と
す
る
ド
ー
プ
，シ
ユ
、

.ポ
ス

タ

ン

の流
通
主
義
に
反
對
し
て
、
九
丨
十
一
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス

の

マ

ナ

ー 

の
基
礎
は
"
現
物
經
濟
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
.と
同

時

に

、
そ
の
よ
う 

な
社
會
で
も
商
品
生
產
は

「

經
濟
活
動
の
基
本
的
方
向
を
規
定
し
て
は
い
な
い 

.が
、
つ
ね
に
存
在
し
て
い
る

」

こ
と
を
も
肯
定
す
る.(

一
一
四
一
頁

)

。

，十
二
、
十
三
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
社
會
的
分
業
が
成
長
し
、
非
農
業
入
口 

が
增
加
し
、
國
內
市
場
が
發
展
し
、
穀
物
價
格
は
騰
貴
し
、
農
民
層
の
內
部
に 

お
け
る
分
化
は
成
長
し
、
土
地
の
少
い
農
民
の
勞
働
を
撺
取
し
た

上

罾

の
農
民 

.
を

つ

く

り

だ

す
.-
0
地
代
は
貨
幣
地
代
へ
の
轉
化
を
急
速
に
お
し
す
す
め
る

(

ニ 

四
三
頁
丨
'ニ
四
六
頁)

。
：し
が
:%
こ
の
十
三
世
紀
に
お
い
て
：、分
與
地
が
細
分
さ 

れ
、小
規
模
な
零
細
保
有
者
が
ふ
え
た

(

一
一
五
一頁)

。
コ

ス

ミ

ン

ス

キ

ー

は

こ 

，
の

土

地

細

分

化

の

双

^
の
意
味
す
る

も

の
は
絕
斜
的
な
過
剩
人
ロ
で
は
な
いこ 

と
、
そ
れ
.は
む
し
ろ
相
徵
的
な
過
剩
人
口
で
あ
り
、
k
配
’的
な
生
產
方
法
の
特

六

五

(

六
七
七)



.

.
'
1
1
|

星

會

雜
_

第
：四
.十
九
卷
；.：.
.第
九
_

パ 

鍵
.こ
よ

つ
て
ひ

き
.

お
こ
さ
れ
る
も
の.と
し
て
い
る
。

一
方
に
お
け
る
新
し
.い
方 

:

向
の
芽
と
共
に
、：
封
建
的
生
產
關
係
の
桎
梏
化
が
現
實
化
し
、
こ
こ
に
ィ
ギ

U 

. 

,.
:■ス
.：に
お
け
る
一
三

<
1

年
の
一
.按
を
中
心
と
す
る
農
民
の
：抵
抗
が
は
じ
ま
る
。

F

こ
の
傅
大
な
滕
史
的
圖
爭
は
、客
觀
的
に.は
、

封

建

的

生

產

.の
束
縛
か
ら
生
產 

力
を
解
放
す
る
こ
と.を
目
ざ
し
て
い
た
。
こ
こ
に
中
世
農
民
層
の
闘
爭
の
偉
大 

な
進
步
的
意
義
が
あ£
 (

本
書
一
一
五
.九
頁)

。
十
五
世
紀
に
は
農
民
餍
の
基
本 

的
部
分
は
ベ
身
的
に
自
由
と
な
っ
，た
。
相
對
的
過
剩
人
ロ
办
現
象
も
な
く
な
っ 

た
。
農
民
の
亂
品
生
產
は

.1

層

籠

し

、農
民
餍
の
分
化
も
强
ま.っ
た
。
地
代
の 

，形
態
は
貨
幣
地
代
と
な
り
、

「

商
品
生
產
者
的
な
農
民
の‘小
ブ
ル
ジ„

T
經
營 

は
、資
本
主
議
營
へ.の
橋
わ
た
し
を
な
す1_
_

(
-1
.六
七
頁)

も
の
で
あ
り
十
四、

• 

五
^
紀
は
そ
の
よ
5-
-
な
轉
機
の
時
代
で
あ
っ.た

,°
そ
の
中
に
あ
っ
て

r

富
農」

的 

.な
大
農(

主
と
し
て
直
營
地
の
借
地
人

)

が
農
業
生
產
物
の
市
場
供
給
に
主
導
的.
 

役
割
を
果
し
、部
分
的
に
農
業
者
を
小
領
主
.經
營
と
競
爭
し
つ
つ
雇
用
し
、
 

撺
取
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
後
の
資
本
家
的
借
地
農
業
者
が
で
て
く
る

9
ま
た 

「

新
貴
族」

と
な
る
も
の
も
い
た

(

ニ
六
七—

八
.

K
}。

こ
の
樣
な
ィ
ギ
リ
ス
に
お 

け
？)
'
、.

「

原
始
的
蓄
積
の
時
代

」

を
豫
吿
す
る
歷
史
的
發
展
を
地
代
形
態
の
推
轉 

と
の
關
係
で
法
則
的
に
，つ
か%'
う
と
い
う
の
が
、
コ
ス
ミ
ン
ス
キI
の
意
圖
す
. 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ

>0

で
こ
の
よ
う
な
に
つ
い
て
は
我
が
國
で
も
最
 

近
研
究
成
果
が
發
表
さ
れ
、
目
下
論
爭
が
お
こ
な
わ
れ
っ
■っ
あ
る
し
、
國
際
的 

に
も
ド
ッ
ブ==

ス
ゥ
ィ
I
ジ
ィ
論
爭
を
中
心
に
問
題
が
深
め
ら
れ
よ
う
と
し
て 

い
る
。
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
論
文
の
中
で
の
點
と
し
て
は
、
封
建
社
會
に 

お
け
る
人
ロ
法
則
、.商
品
生
產
の
異
な
る
封
建
制
度
各
發
展
段
階
で
も
っ
意
. 

義
、
封
建
制
か
ら
資
本
制
社
會
ベ
の
移
行
の
時
期
の
商
品
生
產
潢
的
農
民
を
小 

ブ
：
ル
ジ
3
ア
と

規

定

し

た

.
こ

と

X

こ

れ
は
商

品

生

產

にっ
ぃ

て

の

評

價

と
.

農

民

.

.

.

.
一
 

六
六
-

(

六
.七
八〕

.

.層
の
、分
#
と
關
係
が
.あ
る)

.に
し
ぼ
.ら
れよ
う

。
第
|
>隱
に
づ
い
て
、
人 

.ロ
の
：墙
減
.を
歴
史
の
決
定
的
な
要
因
に
數
え
あ
げ
る
も
の
に
樹
す
る
彼
の
批
判 

.
は
基
本
的
に
は
芷
し
い
が
よ
り
具
體
的
な
實
證
性
を
と
も
な
つ
た
甜
建
社
會
に 

お
け
る
人
.ロ
法
則
の
展
開
な
し
に
は
十
分
な
説
得
力
を
も
た
な
い
よ
う
に
思
わ 

れ
る
。
第
二
、
第
竺
の
點
は
き
わ
め
て
重
大
な
^
^
を
ふ
く
み
先
に
の
べ
た
日 

本
及
び
國
際
的
な
世
界
史
の
基
本
法
則
と
し
て
の
封
建
制
社
會
が
ら
資
本
制
社 

會
の
移
行
の
麗
に
密
接
に
關
連
し
て
い.る
。
そ
し
て
こ
れ
は
ィ
ギ
リ
ス
史
の 

-第
ニ
論
文「

十
七
世
紀
の
ィ
ギ
リ
ス.
ブ
ル
ジ
ョ
ア
$

叩
の一一
、

三
の
識
带
問 

題」

ラ
ヴ
ロ
：
ス
キ
ー

(

ニ
七
四
丄
ー
ー
〇
八
頁>、

〔

第
1-
1
文「

一
七
世
紀
前
半
の
ィ 

ギ
リ
ス
の
新
貴
族
と
ョ
ー
マ
ン
リ
の
社
會
的
本
性
に
つ
い
て

」
G

二 

0九
丨
三 

.三
O'
頁)

と
も
■
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
0

に
關
す 

■

る
研
究
史
は
長
い
。
そ
れ
は
大
塚
久
雄
氏
、
戶
谷
敏
之
氏
を
は
じ
め
と
す
る
西 

洋
經
濟
史
の
分
野.で
の
研
究
.に
は
じ
ま
り
、
最
近
に至
り

、

吉
岡
昭
彥
氏
、
岡 

田
與
好
氏
、
大
塚
久
雄
氏
、
秦
变
龍
氏
等
に
よ
っ
て
、
.理
論
的
に
も
實
證
的
に 

も
深
め
ら
れ
よ
う
と
し
て.い
る
。
吉
岡
氏
は
、..

「

寄
生
地
主
制
分
析
の
基
準

」

に 

お
い
て
、
コ
ス'ミ
ン
ス
.キ
ー
の
見
解
に
近
い
大
塚
、
岡
田
兩
氏
を
批
判
さ
れ
、

’
十
五
世
紀ィ
ギ

リ

ス

にお
け
る
民
富
の
成
立
や
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
分
解
の
事 

實
の
否
定
を
前
面
に
だ
さ
れ
、
：民
富
の
形
成
の
時
期
を
十
六
世
紀
に
求
め
ら
れ 

.
た
。
そ

し

て
絕
對
王
制
の
基
礎
は胄
砠
％

ま

制
で
あ

り

、

こ
の
時
代
の
分
解
は, 

「

寄
生
地
主
的
分
解

」

で
あ
る
と
規
定
：さ
れ
た
。

.こ
れ
に
對
し

大

體

コ

スミ
ン 

ス

キ
I

の
い
っ

て
い
る
よ
う
な
農
民
の
商
品
生
產
者
化

=
=

一
般
的
貨
幣
地
代
の 

成
立=

資
本
の
.原
始
的
蓄
積
の
時
代
の
諸
前
提
の
成
立
を
前
面
に
お
し
だ
し
た 

の
が
岡
田
氏
で
あ
み
。
ご
く
最
近
大
塚
氏
は
雨
渚
へ
，の
批
判
的
見
解
.を
の
べ
ら 

れ
た
。
へ
.
さ

で

吉

岡

氏
の

撕

績

の
一

つ

は
、

商

品

生

產

が

封

建

社

#'
の
異
な
る
發

展

段

階

，
で

も

つ

&

11̂

を
は
つ
き
り
さ
せ
ょ
う
と
し
た
と'こ
ろ
に
あ
り
、
更
に
こ 

れ
を
農
民
層
の
分
解
の
麗
と
關
らせ
て
い
る
。
こ
の問
題
點
は
重
大
であ
る 

が
、
大
塚
氏
の
市
場
理
論
と
共
に
、
.本
書
に
の
.せ
ら
れ
.て
.い
る
論
文
に
は
う
か 

が
え
な
い
我
が
國
に
おけ
る
ユ
ニ 

I
ク
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
はソ
ヴ
ィ
エ
ト
に

お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
今
後
の
硏 

究
に
ょ
っ
て
深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
0

^

大
塚
氏
が絕
對

王

制

を
 

支
え
る
も
の
と
し
て
考
え
た
寄
生
地
主
制
は
こ
の
點
の
、
正
し
い
解
明
な
し
に 

は
與
え
ら
れ
な
い
。
第
二
、
第
三
論
文
、
そ
し
て
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
に
お
い
て 

も
一
致
し
て
いる

こ
と
は
、
新
し
い
貴
族
な
る
階
層
を
基
本
的
に
.は
中
農
と

し 

て
の
ョ

I

マ
ン
リI

の
‘上
に
考
え
、
こ
の
層
を
封
建
制
度
か
ら
資
本
主
義
へ
の 

過
渡
期
の
階
級
と
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(

三 

一
二
頁〕

。
そ
れ
は
資
本
家
的
借 

地
農
_

從
つ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
企
業
家
の
培
養
所
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
.で 

M

に
な
る
の
は
一
方
に
お
け
る
小
ブ
ル
ジ

m.

ア

》

ョ
ー
マ
シ
の
.存

在

と

他

方 

に
お
け
る
新
貴
族
の
間
の
關
連
を
ど
う
と
ら
え
.る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
關1 

は
結
局
農
民
僭
の
分
解
の®

と
な
る
0
マ
ル
ク
ス
は
獨
立
農
民
へ
の
轉
ヒ
と

.
 

資
本
制
的
借
地
農
業
諸
へ
の
轉
化
の
並
存
と
更
に
日
雇
者
階
級
の
成
立
を 

指
摘
し
て
い
る(

資
本
論
笫
三
歡 
一
一
ニ
四
頁
、
靑
木
文
庫
版

)

。

な
お
そ
の 

他
イ
ギ
リ
.ス
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
に
な
い
手
と
し
て
の
レ
ヴ
ェ
ラ
| 

ズ
.
デ
ィ

ッ
ガ

ー

ズ
のg

g
g

も
と
り
あ

つ
か
わ
れ
て
い
る
。

.
ロ
シ
ア
史
に
關
し
て
い
え
ば
次
の
樣
な
點
に
主
耍
な
麗
點
が
あ
る
。
總
じ 

て
理
論
的
討
論
の
低
調
さ
は

(

こ
の
ロ
シ
ア
史
に
關
し
て
最
も
端
的
に
あ

ら

.

わ 

れ
て
い
る
と
い
つ
て
ょ
い
。
こ
と
に
ロ
シ
ア
に
お
け
る
£

软

霞

の

問 

題
、
十
七
世
紀
の
：：ロ
シ.ア
：特

有

：の

濃

奴

制

の

强

化

の

1

に

つ

い

て

は

、
.
き
わ 

め
T
不
十
分
众
硏
究
し
か
な
さ
れ■て
.お
ら
ず
、
聞
-M
.
:s

こ
こ
.で
も
今
後
に
の
こ.
.
.

边

評

及

び

籾

介

さ
れ
て
い

ゐ

と

い

つて
差
し
支
え
なか
ろ

う

。

と

く

に
政
治
史

と

の

關

り

が

中
 

央
集
權
國
家
と
の
關
係
で
と
なつ
て
い
る
が
Q
一
六
八頁)

、
こ
れ
は
第
一 

義
的
に
は
直
接
的
生
產
者
と
領
主
と
の
直
接
的
關
係
か
ら
麗
さ

れ

る
ベ
き
問 

題
で
あ
る
。
何
故
な
ら
そ
こ
に
こ
そ
全
社
會
擠
造
の
、
政
治
形
態
の

か

く

さ

れ
 

た
基
礎
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

(

資
本
論
第
三
卷
ー
一
一
五
頁)
。
勿
論
こ

.の

こ

と 

は
上
部
構
造
の
.反
作
用
の
輕
視
を
意
味
し
な
い
。

.だ

か

ら

政

治

史

上

に

お

け
る
中
央
集
権
國
家
の
成
立
が
、
い
ろ
い
ろ
の
外
的 

な
條
件
か
ら
も
促
が
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
は
直
接
的
な
領 

主
と
農
民
.と
の
關
係
か
ち%-
說
明
さ
れ
ぬ
と
、
あ
の
極
め
て
强
固
な
ロ
シ
ア
の 

農
奴
制
と
そ
の
上
に
築
か
れ
た
.ッ
ア
丨
リ
の
專
制
國
家
の
科
學
的
な
説
明
に
な 

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
論
文.

「

ロ
シ
ア
に
お
け
る
封
建
制
度
の 

基
本
的
經
濟
法
則
の
作
用
に
つい
て」

ス
ネ
サ

レ

フ

ス

キ
ー(

三
六

九
I
三
七
九 

S
 

:
に
於
て
も
^
の
點
で
、
ョI

 

口
ッ

パ
で
小
農
民
經
營
が
ひ
ろ
が
り
、資

本

の
.
 

:

原
始
的
蓄
積
の
時
代
が
は
じ
ま
つ
た
そ
の
時
期
に
、東
ド

ィ

ッ

、ポ
I

ラ
ン
ド

、

、、ハ
ル
ネ
海
沿
岸
と
舞
ん
で
ロ
シ
ア
で
も
賦
役
が
封
建
地
代
の
優
勢
な
形
と
し
て 

現
わ
れ
た
と
か
い
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
く
わ
し
く
追
求
さ
れ
て
い
な
い
。

.以
上
が
非
常
に
大
ま
か
で
あ
る
が
本
書
の
中
の
主
要
な
麗
點

で

あ

ろ

う

と
 

思
.わ
れ
る
。；

1

兀
來
日
本
に
お
い
ては
封
建
制
社
會
構
成
體
の醒

、
封
建
制

社
 

會
構
成
體
.か
ら
資
本
制
社
會
構
成
體
へ
の
移
行
の0

、
そ
の
過
渡
期
に
お
け 

る
土
地
制
度
、.地
代
範
疇
の
®

は
、
す
ぐ
れ
て
實
踐
的
な
半
封
建
的
な
土
地 

制
度
の
苋
服
と
い
う
課
題
を
に
な
い
、
理
論
的
に
も
か
な
り
深
い
追
求
が
さ
れ 

て
き
た
わ
け
で
あ
る'が
、

，こ
の
書
物
に
ょ

.つ
て
提
起
さ
れ
た
種
々
の0

點
，に 

關
し
て
も
今
後
我
が
國
の
學
界
の
ょ
り
一
層
の
貢
献
を
期
待
し
た
い
。

(

平
野
絢
字
，
寺
尾
誠)

六

七

(

六
七
九)

.


